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研究成果の概要（和文）：聴覚障害者のために音声認識技術を用いてリアルタイムに字幕を

作成する手法が注目されている．その内の有力な手法に復唱方式があり，この手法で講師

等の音声を明瞭に発話し直すことで，精度を高めようとする試みである．この復唱技能を

技術的に向上させるのに有効な手法や連携作業手法に関する研究成果を本研究から得るこ

とができた．また，様々な状況に合わせて字幕を通信・表示するための手段も試行的に構

築することができた． 

 
研究成果の概要（英文）：The captionist (transcriptionist) listens to the teacher and 
“re-speaks” (repeats exactly what is heard) what the teacher says. The clear and 
distinct speech is sent to the automatic speech recognition software. These facts 
indicate that the recognition accuracy of existing ASR technologies could be 
maintained by using our method. In addition, we developed the supportive system that 
enables captionists who perform these “Re-speaking” and “Correcting” to perform 
their activities smoothly and with ease. On the other hand, we proposed a Mobile-type 
Remote-captioning System. The main characteristic of our system is to use two 
functions of one mobile phone (e.g. the iPhone 3G/3GS) at the same time. The two 
functions are to display the captions input by the captionists (data communications) 
and to call the captionists to transmit the speaker's speech to the captionists 
(telephone call). 
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１．研究開始当初の背景 
 聴覚障害者が健聴者と同様の情報を取得
しようとした場合，手話通訳や字幕提示シス

テムなどの情報保障手段が必要となる（※
「情報保障」とは，健聴者が受け取ることの
できる情報と同等の情報を聴覚障害者に伝
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え，彼らの社会参加を保障する取り組みを意
味する）．聴覚に障害を持った方々のみを学
生として受け入れる国立大学法人筑波技術
大学（聴覚系）で日々教育研究活動を実施し
ている我々は，本学開学当初から聴覚障害学
生と聴覚障害を持った教員のために，様々な
情報保障手段で対応してきた．また，学外支
援として実施してきた各種学会等における
遠隔地リアルタイム字幕提示に関しては，数
多くの運用・支援実績がある． 
 これまでに我々は，音声認識技術を講義等
の場での情報保障手段として利用するため
の調査や研究を行ってきた．この試みは，次
世代の字幕提示システム構築のためのもの
である．音声認識による字幕提示は，低い費
用で導入しやすいものになりつつある．この
ような状況の中，音声認識を利用してリアル
タイムで字幕提示を実施しようとしている
高等教育機関等が出始めている．ここで大き
な問題となるのが音声認識ソフトウェアを
用いて字幕作成を実施する担い手のスキル
や担い手に対する支援技術（情報保障者支援
技術）や字幕の通信・表示手法である．高等
教育機関等で講義での情報保障を実施する
場合，そのコストも重要な問題となってくる
ために，特殊な技能の無い者（地域の人的な
リソース）に対するスキル養成プログラムの
開発や，上記の情報保障者支援技術および通
信・表示手法の研究開発が急務となっている．
聴覚障害学生の講義保障の選択肢が広がる
ことは望ましいことではあるが，“音声認識
で字幕をリアルタイムで作成する”ために必
要なスタッフの養成過程や情報保障者支援
技術が，現在のところ確立されていない． 
 
２．研究の目的 
 音声認識技術を使用する即時字幕では，講
義保障者が講師の発話内容を復唱し，文字化
する．この復唱担当者および修正担当者のた
めの情報保障者支援技術・手法を開発するこ
とが本研究の大きな目的の一つである．この
ような音声認識即時字幕の文字情報作成手
法も含め，各種情報保障手法で共通する映
像・音声等の通信システムに関して，従来の
手法では文字による情報保障が実施できな
かった環境下でも実施できる支援システム
の構築も試みる．加えてこれらから得られる
各種の研究成果を一般向けに配信して行く． 
 
３．研究の方法 
 復唱能力を補うための技術的な手法に関
する実験や，リアルタイムでの復唱・修正作
業を連携して実施するための実験を，被験者
を用いてアンケートおよびヒアリングの結
果から明確にしてゆく．特に，実験用のシス
テムに関しては特に連携作業用のソフトウ
ェア開発も行う． 

 
４．研究成果 
 音声認識技術による字幕作成に関しては，
復唱技能を向上させるための工学的な手法
や，リアルタイムで連携し字幕作成作業を実
施するための手法を見出した．それらの工夫
やソフトウェア等を，高等教育機関や地域の
情報保障団体，そして企業などが容易に導入
できるように，「音声認識によるリアルタイ
ム字幕作成システム構築マニュアル」を他大
学の研究者と協力して作成し,本聴覚障害学
生 高 等 教 育 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク
(PEPNet-Japan)を介して配布を開始した．こ
のマニュアルには，システムを構成するため
に必須の各種ソフトウェアも含めており，現
在までに300部程度を希望する団体へ提供し，
PEPNet-Japan での技術講習会でも活用して
いる．このような字幕作成手法に関する研究
活動が，学会から評価され，電子情報通信学
会・ヒューマンコミュニケーショングループ
賞(HC 賞)を受賞(2009 年 3 月 24 日, 島根県
松江市)することができた． 
 一方，既存のシステムは情報保障の品質の
向上・維持を主眼としており，特に利用者側
でのポータビリティ性や機材準備および運
用に必要な人的なコストが問題であった．こ
れらを改善し，学外での見学・実習において
も運用の容易な暫定的なシステムを見出し，
各種教育機関や一般企業などでその評価を
実施した（モバイル型遠隔情報保障システ
ム）．その研究成果を，査読論文として形に
することができた．また，この内容をわかり
易くまとめたウェブサイトを構築し，情報発
信に努めた．また，このシステムの普及活動
『モバイル型遠隔情報保障システム普及事
業』（三好が代表を務め，通信事業者や情報
保障団体などと共同で実施）が，NPO 法人 パ
ートナーシップ・サポートセンターの主催す
る「第 7回パートナーシップ大賞」にてグラ
ンプリを受賞した．特に本事業では，「大学」
のパートナーシップも加わり，3 者間での協
働事業という点が，今後のパートナーシップ
の在り方の良い見本になると評価された． 
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